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メチルエステル 1 に対して，フェニルマグネシウムブロミドを 1.1 倍モル作用
させると，アルデヒド部位への選択的な求核付加の後，分子内環化反応が進行
し，ラクトン 2 が収率良く得られた。次に，このラクトン 2 に対してフェニル
マグネシウムブロミドを作用させた後，酸性条件に付したところ，ジフェニル
イソベンゾフラン 7 が収率 91％で得られた。なお，この反応は出発物質 1 に対
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cf. one pot from 5: 85%
















































付すことでジアルキニルイソベンゾフラン 19 を収率 59％で与えた。 
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